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¥42,350
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Webサイトから全ての情報をあなたの手元に。

透過性コラーゲン膜
Atelocollagen, Permeable membrane
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用途 膜上培養、共培養、気液界面培養、細胞シート移植

製品概要

使用方法

透過性コラーゲン膜を用いた腎オルガノイドの膜上培養　
[出典：Sci Rep. 2019 Feb 4;9(1):1172. Created by modifying figures 3A and 3C-G. ©Murakami Y., et al. 2019  
 (Licensed under CC BY 4.0) https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/]

低接着プレートを用いて再構成された腎オルガノイドをコラーゲン膜上で気液界面培養したところ、広範な尿管芽の分枝やその周囲の血管
ネットワーク、多数の糸球体の形成が観察された。一方、細動脈はほぼ観察されず、血管内皮細胞も腎臓間質にのみ存在し、糸球体との一体化
は認められなかった。以上のことから、一定の限度はあるものの本再構成の手法やコラーゲン膜上での気液界面培養により、血管構造を持つ
腎オルガノイドの作製が可能であることを示した（参考文献1）

左図：腎オルガノイドの再構成とin vitro培養の概略図（ECs：血管内皮細胞、SPs：間質前駆細胞、NPs：ネフロン前駆細胞、UB：尿管芽）
右図（a-d）：腎オルガノイドをコラーゲン膜上で気液界面培養した後のホールマウント免疫染色像
右図（e）：同様に培養された腎オルガノイド切片の免疫染色像
GFP：ここでは尿管芽を示す、CD31：血管マーカー、Nephrin：糸球体マーカー、Cx40：細動脈マーカー
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実験例…3 透過性コラーゲン膜を用いたがん細胞と線維芽細胞の共培養　
[出典：Biomed Res Int. 2015;2015:960840. Created by modifying figure 1 and Tables 5-6. ©Ueno  
 T., et al. 2015 (Licensed under CC BY 3.0) https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/]

(データ提供：国立研究開発法人  物質・材料研究機構  機能性材料研究拠点　谷口彰良上席研究員）

コラーゲン膜を用いてHCC1937 、MCF-7、SK-BR-3 の3種の乳がん細胞をそれぞれ線維芽細胞と共培養し、マイクロアレイにて遺
伝子発現の変化を評価した。その結果、HCC1937 細胞で発現が増加あるいは低下した上位100 の遺伝子について、線維芽細胞で
は前者の内77%の遺伝子が反対に発現低下し、後者の内 82%の遺伝子が反対に発現増加するなど、共培養による相互的な作用
が示された。また、各乳がん細胞はいずれも好気的代謝の方向にリプログラムされる一方、線維芽細胞もWarburg 表現型の方向に
リプログラムされることが示唆され、コラーゲン膜は非接触共培養による細胞間相互作用の評価に有用であった（参考文献 3）。

コラーゲン膜を用いた共培養の模式図 共培養3日後の断面図（H&E染色） 共培養後に発現が増加または低下した主なGene ontology (GO) terms
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(データ提供：慶應大学医学部  眼科学　羽藤晋特任講師）
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